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１．2025年12月期第３四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 1,445 △0.9 53 △70.4 61 △66.9 △34 ―
2024年12月期第３四半期 1,458 △8.2 180 △41.0 184 △40.3 43 △80.5

(注) 包括利益 2025年12月期第３四半期 △43百万円( ―％) 2024年12月期第３四半期 40百万円(△81.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第３四半期 △5.51 ―
2024年12月期第３四半期 6.68 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 2,513 2,171 85.9
2024年12月期 2,637 2,263 85.0

(参考) 自己資本 2025年12月期第３四半期 2,159百万円 2024年12月期 2,242百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 ― ― ― 0.00 0.00
2025年12月期 ― ― ―
2025年12月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,919 △1.4 36 △82.7 44 △79.8 △59 ― △9.34

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想の修正については、本日（2025年11月７日）公表いたしました「特別損失の計上（固定資産除却損及び

減損損失の計上）及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年12月期３Ｑ 6,694,764株 2024年12月期 6,694,764株

② 期末自己株式数 2025年12月期３Ｑ 385,320株 2024年12月期 248,020株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期３Ｑ 6,348,612株 2024年12月期３Ｑ 6,504,439株

（注）当社は株式給付信託（J-ESOP-RS）を導入しております。信託が所有する当社株式は、自己株式に含めて記載して

おります。また、当該信託が所有する当社株式を、期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上、控除する自己

株式数に含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、深刻化する人手不足を背景に賃金の伸びが拡大するなど

雇用・所得環境に改善が見られる一方、米国の関税政策の影響により世界的な景気の減速が予想されるなど、景

気の先行きについては不透明な状況が続いております。また、継続的な物価上昇などにより消費者の生活防衛意

識が一層強まるなか、業態を超えた厳しい競争環境が続いております。

当社グループを取り巻くeラーニング市場は、GIGAスクール第２期の整備や生成AIの進展を背景に、学びの個別

最適化や教育DXの新たな段階へと移行しつつあります。一方で、補助金事業の縮小や不登校・発達支援市場の競

争激化など、短期的な需要変動も見られ、依然として厳しい経営環境が続いております。そのような中、当社は

教育現場が抱える多様な課題の解決と事業成長の両立を掲げ、ICT教材を核とした社会的価値創出に取り組んでお

ります。さらに、将来の持続的成長に向け、AI技術と学習データの解析を活用した次世代デジタル学習サービス

の開発を推進し、国内外での競争優位性の確立を目指しております。

eラーニング事業を行っているすららネットでは、「教育に変革を、子どもたちに生きる力を。」を企業理念と

し、持続的成長と社会的インパクトの両立に向けた基盤強化を進めてまいりました。

当第３四半期連結累計期間においては、国内外での事業基盤拡充と新サービス開発が着実に進展いたしまし

た。2025年８月には、次世代デジタル学習サービスの名称を「Surala-i（すららアイ）」と定め、ブランドコン

セプトおよびイメージビジュアルを発表いたしました。本サービスは生成AIを活用し、子ども一人ひとりの学び

方に合わせた支援を実現する新たな教育プラットフォームとして、2026年４月の正式リリースに向け順調に開発

が進んでおります。

海外では、同月には、カンボジア教育・青少年・スポーツ省と、数学教育の質向上および教員育成を目的とし

た５年間の協力覚書（MOU）を締結し、ASEAN地域における本格的な教育協力プロジェクトが始動いたしました。

スリランカでも「Surala Math」の導入が拡大するなど、グローバル展開は堅調に進捗しています。

国内では、学校市場において私立学校などの単体校や補助金をきっかけとした導入が減少した一方で、大型自

治体での全校導入や、不登校支援・定時制高校で県単位での導入が進み、全体の導入校数および利用ID数は増加

しました。また、「Surala-i」の先行営業活動に対して教育委員会や学校現場から好意的な反応が得られており、

来期に向けた受注環境整備が順調に進んでおります。民間教育市場では、中堅ローカル塾での複数校舎契約や放

課後等デイサービスでの導入が堅調に推移し、導入校舎数は前年を上回りました。一方、個人塾での契約が停滞

したことから利用ID数は減少しましたが、フリースクール分野での導入支援など、来期以降の持続的な成長に向

けた基盤強化は進んでおります。BtoC市場では、競争激化により利用ID数が減少傾向にある中、不登校の子ども

や保護者・支援者を支えるポータルサイト「あした研究室」を９月に正式オープンし、認知拡大と支援基盤の強

化に取り組みました。今後はオンライン相談やコミュニティ機能の導入を予定しており、学びの継続を支える社

会的インフラとして利用ID数の回復・拡大を見込んでいます。

その結果、すららネットでの当第３四半期連結累計期間時点における導入校数は3,239校（前年同期比773校増

加）、利用ID数は268,774ID（前年同期21,973ID増加）となりました。

なお、次世代サービス開発を含む将来成長に向けた投資を継続しており、営業・開発体制の拡充や新コンテン

ツ開発等に積極的に取り組んでおります。一方で、一部システム開発において開発方針の変更を行ったことによ

り、ソフトウエア仮勘定の除却損を計上いたしました。また、連結子会社であるファンタムスティック株式会社

において、自社開発のソフトウエアについて販売が計画を下回ったため、減損損失を計上いたしました。

その結果、当社グループ全体の当第３四半期連結累計期間における売上高は1,445,212千円（前年同期比0.9％

減少）、売上原価は556,941千円（前年同期比7.1％増加）、販売費及び一般管理費は834,823千円（前年同期比

10.1％増加）となりました。

当社グループ全体の当第３四半期連結累計期間における営業利益は53,448千円（前年同期比70.4％減少）、経

常利益は61,142千円（前年同期比66.9％減少）、当第３四半期連結累計期間において、固定資産除却損および減

損損失を計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純損失は34,980千円（前年同四半期は四半期純利益

43,464千円）となりました。
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また、当社グループの事業セグメントは、eラーニング、受託開発、アプリ開発ではありますが、受託開発及び

アプリ開発の全セグメントに占める割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント毎の

記載を省略しております。

〈すららネット課金対象導入校数の推移及び利用ID数の推移〉

年月

導入校数 利用ID数

学習塾 学校 海外 合計 学習塾
学校

（注２）
海外 BtoC 合計

2024年９月末 1,197 1,190 79 2,466 18,986 219,204 4,672 3,939 246,801

2024年12月末 1,196 1,249 75 2,520 19,013 220,835 4,398 3,732 247,978

2025年９月末 1,245 1,902 92 3,239 17,197 243,606 4,532 3,439 268,774

(注) １．当社ICT教材の導入校数、利用ID数を各マーケット毎に表しています。
２．上記推移でご利用いただいている当社ICT教材は以下となります。

すらら：主要５教科の学習を理解度に合わせて進めることができるアダプティブなICT教材
すららドリル：ドリル機能、テスト機能に特化した公立小中学校向け「すらら」の姉妹版ICT教材
すららSatellyzer：宇宙をテーマに必要な基礎スキルを身につけていく高校生向け探究学習ICT教材

〈すららネット公立学校の導入校数及び利用ID数〉

年月

公立学校
（注１）

経産省補助金
（注２）

学校数 利用ID数 学校数 利用ID数

2024年９月末 896 156,765 94 23,542

2024年12月末 1,001 162,705 94 23,542

2025年９月末 1,637 194,607 52 15,640

(注) １．探究的な学び支援、探究・校務改革支援により利用している学校数・利用ID数を含めていますが、当社既存

契約校舎が採択された補助金申請分の学校数・利用ID数は控除しております。

２．探究的な学び支援、探究・校務改革支援により利用している学校数・利用ID数から、当社既存契約校舎が採
択された学校数・利用ID数は控除しております。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて123,703千円減少し、2,513,317千

円となりました。

企業の安全性を示す自己資本比率は、前連結会計年度末85.0％に対し、当第３四半期連結会計期間末は85.9％

となり、0.9ポイント増加となりました。また、支払能力を示す流動比率は、前連結会計年度末399.2％に対し、

当第３四半期連結会計期間末は391.6％となりました。

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて152,606千円減少し、1,294,032

千円となりました。これは主に、現金及び預金が111,209千円、売掛金及び契約資産が75,410千円減少したことに

よるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べて28,903千円増加し、1,219,284千

円となりました。これは主に、ソフトウエアが12,107千円減少した一方、ソフトウエア仮勘定が33,221千円増加

したことによるものであります。
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（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて31,899千円減少し、330,458千円

となりました。これは主に、賞与引当金が22,364千円増加した一方、未払消費税等が14,365千円、未払法人税等

が12,608千円減少したことによるものであります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、11,316千円となりました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて91,804千円減少し、2,171,542

千円となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失を34,980千円計上したこと、及び自己株式

の取得が48,209千円あったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績動向と今後の経営環境を勘案し、2025年２月７日に公表した通期連結業績予

想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（2025年11月７日）公表の「特別損失の計上（固定資産除却損及び減損損失の計

上）及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,061,132 949,923

売掛金及び契約資産 335,143 259,733

前払費用 38,817 33,609

未収還付法人税等 ― 33,406

その他 16,418 20,808

貸倒引当金 △4,873 △3,448

流動資産合計 1,446,639 1,294,032

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 11,099 10,705

建物附属設備（純額） 11,831 10,581

工具、器具及び備品（純額） 1,599 2,156

有形固定資産合計 24,529 23,444

無形固定資産

ソフトウエア 739,252 727,144

ソフトウエア仮勘定 318,105 351,327

その他 1,126 981

無形固定資産合計 1,058,483 1,079,453

投資その他の資産

長期未収入金 1,651 1,588

差入保証金 54,539 53,885

繰延税金資産 45,032 57,553

その他 7,858 5,180

貸倒引当金 △1,714 △1,819

投資その他の資産合計 107,367 116,387

固定資産合計 1,190,381 1,219,284

資産合計 2,637,020 2,513,317
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

未払金 166,772 167,345

未払費用 24,133 15,071

未払法人税等 13,748 1,140

未払消費税等 19,218 4,853

前受金 122,264 112,190

預り金 16,219 7,492

賞与引当金 ― 22,364

流動負債合計 362,357 330,458

固定負債

株式給付引当金 11,316 11,316

固定負債合計 11,316 11,316

負債合計 373,674 341,774

純資産の部

株主資本

資本金 298,370 298,370

資本剰余金 256,865 256,865

利益剰余金 1,819,239 1,784,258

自己株式 △131,715 △179,925

株主資本合計 2,242,759 2,159,569

非支配株主持分 20,586 11,973

純資産合計 2,263,346 2,171,542

負債純資産合計 2,637,020 2,513,317



株式会社すららネット(3998) 2025年12月期 第３四半期決算短信

7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

売上高 1,458,658 1,445,212

売上原価 519,831 556,941

売上総利益 938,826 888,271

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 83,792 80,687

貸倒引当金繰入額 878 472

役員報酬 54,394 53,190

給料及び手当 222,722 252,684

賞与 30,917 34,749

賞与引当金繰入額 8,772 17,510

法定福利費 45,334 53,095

旅費及び交通費 35,709 34,759

減価償却費 11,446 10,327

のれん償却額 13,885 ―

その他 250,108 297,345

販売費及び一般管理費合計 757,962 834,823

営業利益 180,864 53,448

営業外収益

受取利息 102 1,482

貸倒引当金戻入額 136 367

違約金収入 1,176 ―

補助金収入 3,049 6,340

助成金収入 600 ―

その他 666 866

営業外収益合計 5,731 9,057

営業外費用

支払利息 0 ―

営業外支払手数料 199 192

為替差損 1,396 1,171

その他 36 ―

営業外費用合計 1,633 1,363

経常利益 184,962 61,142

特別損失

固定資産除却損 ※１ 146 ※１ 79,924

減損損失 ※２ 86,359 ※２ 36,484

特別損失合計 86,506 116,408

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

98,456 △55,266

法人税、住民税及び事業税 62,901 849

法人税等調整額 △4,632 △12,521

法人税等合計 58,268 △11,672

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,187 △43,594

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,276 △8,613

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

43,464 △34,980
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,187 △43,594

四半期包括利益 40,187 △43,594

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,464 △34,980

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,276 △8,613
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を第１四半期連結累計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、全セグメントの売上高の合計額、営業損益の合計額に占めるeラーニング関連事業の割合がい

ずれも90%を超えているため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年２月７日開催の取締役会決議に基づき、自己株式137,300株の取得を行いました。この結果、当第

３四半期連結累計期間において自己株式が48,209千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が

179,925千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係の注記）

※１ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

建物附属設備 146 千円 ― 千円

工具、器具及び備品 0 〃 ― 〃

ソフトウエア仮勘定 ― 〃 79,924 〃

計 146 千円 79,924 千円

※２ 減損損失

前第３四半期連結累計期間（自 2024年１月１日 至 2024年９月30日）

場所 用途 種類 減損損失（千円）

ファンタムスティック㈱
（東京都港区）

その他 のれん 76,368

㈱すららネット
（東京都千代田区）

事業用資産 ソフトウェア 9,991

当社グループは、原則として独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位をグルーピングの基準にして

おり、連結子会社は各社をグルーピングの単位としております。

当社の子会社であるファンタムスティック株式会社に係るのれんについて、将来事業計画からの剥離が生じ、

当初想定していた超過収益力を見込めなくなったことから帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、回収可能価額は使用価値にて測定していますが、将来キ

ャッシュフローが見込めないため、零として算定しております。

また、事業用資産について、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該資産の回収可能価額は、将来キャッシュ・

フローが見込めないため零として評価しております。
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当第３四半期連結累計期間（自 2025年１月１日 至 2025年９月30日）

場所 用途 種類 減損損失（千円）

ファンタムスティック㈱
（東京都港区）

事業用資産 ソフトウェア 36,484

当社グループは、原則として独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位をグルーピングの基準にして

おり、連結子会社は各社をグルーピングの単位としております。

事業用資産について、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該資産の回収可能価額は、将来キャッシュ・フロー

が見込めないため零として評価しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

減価償却費 191,327千円 220,426千円

のれん償却額 13,885千円 ―千円


